
行
政
研
究

意
識
調
査
に
み
る
都
市
施
設

は
じ
め
に

来
と
異
な
っ
た
都
市
施
設
整
備
の
行
政
論
理
が

必
要
と
さ
れ
る
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
施
設
整
備
は
、

都
市
全
休
の
中
に
お
け
る
、
あ
る
意
味
で
は
配

分
の
論
理
が
先
行
し
、
そ
の
枠
内
に
お
け
る
地

域
ニ
ー
ズ
の
吸
収
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
と
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
今
回
、
こ
の
組
立
て
を
逆
に
し

て
、
地
域
ニ
ー
ズ
の
中
か
ら
都
市
施
設
整
備
の

定
型
化
し
う
る
方
法
論
を
考
察
す
る
調
査
を
行

っ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
都
市
の
機
能
を
維
持
す
る
に
必
要
な
都
市
装

　
置
あ
る
い
は
都
市
施
設
は
、
非
常
に
多
様
化
し

　
て
い
る
。
や
や
乱
暴
な
い
い
方
を
す
れ
ば
、
こ

　
れ
ら
の
都
市
施
設
を
市
場
的
機
能
に
ゆ
だ
ね
ら

　
れ
る
も
の
と
、
ゆ
だ
ね
ら
れ
な
い
も
の
に
分
離

　
し
て
考
え
て
み
る
と
、
後
者
の
大
部
分
は
行
政

　
側
が
、
い
わ
ゆ
る
社
会
資
本
と
し
て
の
都
市
施

設
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
供
給
し

　
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
の
業

　
務
全
体
の
中
で
か
な
り
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占

　
め
て
い
る
。

　
　
地
方
自
治
体
が
市
民
の
付
託
を
受
け
て
供
給

　
す
る
社
会
資
本
と
し
て
の
都
市
施
設
に
つ
い
て

　
そ
の
供
給
の
合
理
性
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
自

治
体
業
務
の
ウ
ェ
イ
ト
か
ら
み
て
極
め
て
重
要

　
な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
種
の
都
市
施
設
の

　
う
ち
都
市
の
骨
格
を
な
す
施
設
は
、
他
の
都
市

　
施
設
の
計
画
及
び
整
備
状
況
と
調
整
・
整
合
が

　
と
ら
れ
た
後
、
都
市
計
画
と
し
て
決
定
さ
れ
て

　
い
る
が
、
大
都
市
の
機
能
を
維
持
す
る
施
設
群

　
が
ふ
く
そ
う
化
し
て
き
て
い
る
今
日
で
は
、
従

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的

　
社
会
資
本
と
し
て
の
都
市
施
設
の
整
備
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
住
民
の
福
祉
と
保
健
を
含

め
た
環
境
の
維
持
・
向
上
を
目
的
と
し
て
行
う

も
の
で
あ
る
が
、
都
市
生
活
自
体
に
先
に
述
べ

た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
複
合
的
要
因
の
織
り
な

す
中
で
″
あ
る
地
区
の
環
境
が
良
い
あ
る
い
は

悪
い
″
と
い
っ
た
総
体
的
判
定
が
成
立
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
特
定
の
都
市
施
設
を
と

り
あ
げ
、
そ
れ
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

そ
の
施
設
の
整
備
が
地
区
の
総
体
的
な
環
境
・

長
島
熱
夫
・
加
藤
雄
一
〈
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
施
設
計
画
係
長
・
同
係
員
〉

保
健
あ
る
い
は
福
祉
の
向
上
に
ど
の
程
度
寄
与

す
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
む
ず
か

し
い
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
い
え
ば
、
残
念
な
が

ら
あ
る
地
区
の
環
境
総
体
水
準
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
ど
の
特
定
の
施
設
を
整
備
す
れ
ば
良
い

の
か
の
判
定
が
む
ず
か
し
い
、
と
い
う
表
現
に

も
な
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
環
境
総
体
が
都
市
施
設
群
の
整
備

水
準
に
よ
っ
て
主
要
な
部
分
を
説
明
さ
れ
う
る

と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
そ
の
″
水
準
″
（
相

対
的
な
水
準
で
あ
れ
、
絶
対
的
な
水
準
で
あ

れ
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
で
て
く
る
。

こ
こ
で
″
都
市
施
設
の
整
備
水
準
″
を
利
用
す

る
主
体
で
あ
る
市
民
の
側
か
ら
み
る
と
、
″
利

用
可
能
性
の
高
さ
″
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
「
利
用
可
能
性
の
高
さ
」

を
幾
つ
か
の
レ
ベ
ル
に
区
切
る
た
め
、
ま
ず
量

的
な
レ
ベ
ル
と
、
質
的
な
レ
ベ
ル
で
区
分
し
、

そ
の
中
を
さ
ら
に
２
区
分
の
レ
ベ
ル
分
け
を
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
結
果
。
量
的
な
区
分
に
対

し
て
は
有
無
の
レ
ベ
ル
と
充
実
性
の
レ
ベ
ル
、

質
的
な
区
分
に
対
し
て
は
有
効
性
の
レ
ベ
ル
と

期
待
の
レ
ベ
ル
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

　
（
図
－
１
）
。
都
市
の
施
設
の
利
用
可
能
性
の

高
さ
の
水
準
を
示
寸
量
的
な
施
設
供
給
の
側
面

は
、
客
観
指
標
で
表
示
し
う
る
た
め
あ
ま
り
問

題
に
は
な
ら
な
い
（
本
調
査
に
お
い
て
も
代
表

施設整備水準レベル図―１

一

二
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的
な
約
2
0
の
都
市
施
設
の
整
備
水
準
を
都
市
施

設
ご
と
に
１
k
m
2
メ
ッ
シ
ュ
に
図
化
し
て
い
る
）
。

　
し
か
し
、
質
的
な
側
面
は
主
観
指
標
で
あ
る

た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
中
か

ら
抽
象
化
す
る
方
式
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
に
な
る
。

三表1　24の都市施設

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

に
際
し
て
は
、
事
後
の
分
析
を
考
え
、
横
浜
市

域
を
１
k
m
2
の
メ
ッ
シ
ュ
に
区
切
り
、
そ
れ
ら
の

メ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
社
会
指
標
を
整
理
し
ク
ラ

ス
タ
ー
分
析
に
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
1
5
区
分

に
地
区
を
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
し
、
そ
の
中
か
ら

代
表
的
な
地
点
を
抽
出
し
、
そ
の
お
の
お
の
の

地
点
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と

に
し
た
。

(
ア
)
回
収
予
定
数
・
各
1
0
0
票
、
正
規
サ
ン
プ
ル
1
2
0

票
、
予
備
サ
ン
プ
ル
2
0
票
。

(
イ
)
郵
送
留
置
訪
問
回
収
方
式
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
地
点
を
選
定
す
る

表2　地点別回収状況

　
そ
の
結
果
回
収
さ
れ
た
有
効
票
は
一
四
三
九

票
で
あ
り
、
お
お
む
ね
所
期
の
目
的
を
達
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

質
問
項
目
の
設
定
に
際
し
て
は
、
″
市
長
へ

の
手
紙
″
及
び
、
経
済
企
画
庁
が
実
施
し
た
国

民
選
好
度
調
査
の
結
果
に
み
ら
れ
る
都
市
施
設

へ
の
関
心
度
を
勘
案
し
、
2
4
の
施
設
に
つ
い
て

前
述
の
有
無
・
充
実
・
有
効
性
・
期
待
の
各
レ

ベ
ル
に
適
合
す
る
形
で
質
問
の
組
み
立
て
を
行

っ
て
い
る
（
表
―
１
・
２
）
。

①
―
対
象
者
の
属
性

　
調
査
対
象
と
な
っ
た
人
々
の
属
性
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
っ
た
（
表
―
３
）
。

(
ア
)
回
答
者
一
四
三
九
人
の
う
ち
男
性
は
約
二
〇

％
、
女
性
八
〇
％
と
女
性
の
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
世
帯
抽
出
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

(
イ
)
約
六
〇
％
の
人
が
持
家
と
な
っ
て
い
る
。

(
ウ
)
六
〇
％
以
上
の
人
が
五
年
以
上
居
住
し
て
い

る
。

(
エ
)
所
得
階
層
は
、
二
〇
〇
～
三
〇
〇
万
円
／
年

と
、
三
〇
〇
～
四
〇
〇
万
円
／
年
の
階
層
が
そ

れ
ぞ
れ
二
五
％
の
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

(
オ
)
勤
務
先
は
東
京
が
約
三
〇
％
を
占
め
る
。

(
カ
)
職
業
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
約
六
〇
％
。

(
キ
)
家
族
の
数
は
、
四
人
ま
で
の
小
家
族
が
約
八

〇
％
。

(
ク
)
小
学
生
の
い
る
世
帯
は
約
三
〇
％
、
幼
稚
園

児
の
い
る
世
帯
は
一
五
％
、
六
五
才
以
上
の
老

人
の
い
る
世
帯
は
約
一
〇
％
。

②
―
都
市
施
設
へ
の
距
離
と
利
用
度

　
お
の
お
の
の
施
設
に
到
達
す
る
に
要
す
る
時

間
は
量
的
な
概
念
で
あ
り
。
前
述
の
有
無
及
び

充
実
の
レ
ベ
ル
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
集
計
結
果
に
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
公
園
・
広

場
・
病
院
・
緑
地
・
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
保

育
園
・
日
常
買
物
の
店
等
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

比
較
的
良
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
交
通
機
関
と

調査季報57―78.3
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表3ー　属性集計表

２　住宅の種類

３　居住年数

４　年収

５　職業

６　勤務先

７　家族数
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８　子供数

表－A　施設への距離 の
関
係
で
は
、
約
半
数
以
上
の
人
達
が
徒
歩
一

五
分
未
満
に
電
車
の
駅
が
あ
る
と
答
え
て
い

る
。
従
っ
て
、
補
助
交
通
手
段
と
し
て
の
バ
ス

の
便
を
考
え
れ
ば
、
全
体
と
し
て
交
通
の
利
便

性
は
か
な
り
商
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
他
、
集
会
所
、
町
内
会
館
、
青
年
館
、

公
民
館
、
公
会
堂
、
図
書
館
、
老
人
施
設
等
に

つ
い
て
は
、
「
施
設
が
あ
る
の
か
ど
う
か
判
ら

な
い
」
の
回
答
が
目
立
ち
、
施
設
の
認
知
度
が

低
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、
お
の
お
の
の
施
設
の
利
用
度
に
つ
い

て
み
る
と
、
公
園
・
広
場
が
最
も
市
民
の
生
活

に
溶
け
込
み
（
良
く
利
用
す
る
、
時
々
利
用
す

る
を
合
わ
せ
て
五
〇
％
）
、
続
い
て
似
た
性
格

の
運
動
施
設
（
同
二
二
・
五
％
）
。
町
内
会
館

（
同
・
一
五
四
％
）
、
集
会
所
（
同
一
一
・
五

％
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
認
知
度

の
低
い
も
の
が
多
く
、
利
用
は
低
調
で
あ
る
。

　
次
に
施
設
へ
の
距
離
と
利
用
度
の
関
係
に
つ

い
て
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
て
み
る
と
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
時
間
・
距
離
の
増
加
に
つ
れ
て

利
用
ひ
ん
度
は
、
減
少
の
傾
向
を
示
す
。
こ
の

解
析
を
試
み
る
こ
と
も
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ

う
。
（
表
―
４
）
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図―２　施設の利用度③
―
都
市
施
設
に
対
す
る
不
満
の
理
由

　
主
な
都
市
施
設
に
対
す
る
不
満
の
理
由
を
ひ

ろ
っ
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
ア
)
近
所
の
道
路
状
況
に
つ
い
て

　
交
通
量
が
多
く
安
心
し
て
通
行
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
・
六
％
）

　
歩
道
区
分
が
な
く
危
険
　
（
一
七
・
二
％
）

な
ど
安
全
性
を
問
題
に
す
る
回
答
が
多
く
、
他

に
は
、

　
舗
装
の
不
充
分
さ
　
　
　
（
一
八
・
五
％
）

　
道
路
の
狭
さ
　
　
　
　
　
　
（
一
四
・
八
％
）

を
不
満
の
理
由
と
し
て
い
る
。

(
イ
)
交
通
安
全
施
設

　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
不
備
　
（
二
七
・
一
％
）

図―3　施設への距離（時間）と利用度　
学
童
専
用
路
の
不
備
　
　
（
二
二
・
四
％
）

を
訴
え
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

(
ウ
)
防
犯
設
備

　
交
番
が
遠
い
　
　
　
　
　
　
（
二
六
・
二
％
）

　
巡
回
の
回
数
が
少
な
い
　
（
二
五
・
七
％
）

　
外
灯
が
少
な
く
夜
道
が
危
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
・
〇
％
）

(
エ
)
防
災
設
備

　
消
防
署
が
遠
い
　
　
　
　
（
二
四
・
三
％
）

　
地
区
の
防
災
対
策
が
良
く
判
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
三
・
〇
％
）

(
オ
)
電
車
・
バ
ス
の
便

　
バ
ス
道
路
が
混
み
、
時
問
が
か
か
り
す
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
・
一
％
）

図― 4　運動施設距離利用度　
運
行
本
数
が
少
な
い
　
　
（
二
〇
・
五
％
）

　
運
賃
が
高
す
ぎ
る
　
　
　
　
（
一
七
・
五
％
）

の
不
満
に
対
し
、
電
車
や
バ
ス
の
混
雑
を
訴
え

る
人
が
少
な
い
の
は
、
回
答
者
の
属
性
の
た
め

で
あ
ろ
う
。

(
カ
)
日
常
の
買
物
を
す
る
店

　
価
格
が
高
い
　
　
　
　
　
（
二
四
・
二
％
）

　
店
舗
の
数
が
少
な
い
　
　
（
二
四
・
一
％
）

④
―
環
境
全
般
へ
の
総
合
満
足
度

　
環
境
全
般
へ
の
満
足
度
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
非
常
に
満
足
」
二
・
一
％
、
「
か
な
り
満
足
」

六
〇
・
五
％
と
、
満
足
組
は
六
二
・
六
％
を
占

め
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
か
な
り
不
満
」
九
・

図― 5　集会所距離利用度九
％
「
非
常
に
不
満
」
二
・
一
％
と
、
不
満
は

足
組
二
二
・
〇
％
（
他
答
え
な
し
一
四
・
七
％
）

と
な
り
、
満
足
の
程
度
が
高
い
結
果
と
な
っ
て

い
る
。
ち
な
み
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
Ｉ
～
五

の
評
価
点
を
与
え
、
加
重
平
均
を
と
っ
て
み
る

と
、
三
・
四
九
四
を
示
し
、
満
足
の
程
度
は
中

央
値
を
越
え
る
。

　
次
に
回
答
者
の
属
性
と
満
足
度
と
の
関
係
に

つ
い
て
み
る
と
、

(
ア
)
居
住
形
態
で
は
庭
つ
き
持
家
層
の
満
足
度
が

高
い
。

(
イ
)
所
得
水
準
が
高
ま
る
ほ
ど
満
足
度
が
高
く
な

る
。

と
な
り
、
比
較
的
理
解
し
や
す
い
結
果
と
な
っ
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図一６　不満の理由

１　近所の道路の不満理由

３　防犯設備（交番・警察署）の不満理由

５　電車やバスの不満理由

73

２　交通安全施設の不満理由

４　防災設備（消防署・避難場所）の不満理由

６　日常の買物をする店の不満理由
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て
い
る
。

都
市
施
設
に
対
す
る
整
備
ニ
ー

ズ
の
分
析

　
あ
る
特
定
の
都
市
施
設
の
整
備
が
環
境
総
体

の
向
上
に
ど
の
程
度
寄
与
す
る
か
を
測
定
し
よ

う
と
す
る
と
き
、
こ
れ
を
一
般
的
な
問
題
と
し

て
考
え
る
と
、
「
あ
る
事
物
の
効
用
の
大
き
さ

を
ど
の
よ
う
に
し
て
計
測
す
る
か
」
、
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
計
測
方
法
は
二
つ
の
方
法
に
大
別
さ
れ

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
的
な
効
用
を
は
か
る

の
か
、
そ
れ
と
も
相
対
的
な
水
準
で
あ
る
序
数

図―７　総合満足度

的
効
用
を
は
か
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
計
測
の
タ
ー
ム
を
一

体
何
に
求
め
る
の
か
と
い
う
問
題
が
常
に
つ
き

ま
と
う
こ
と
に
な
る
が
、
通
常
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
全
て
を
貨
幣
タ
ー
ム
に
置
き
か
え

る
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
施
設
の
整
備
は
代
替
と
な

る
Ｂ
施
設
の
整
備
に
比
べ
Ｘ
価
額
あ
る
い
は
ｙ

倍
の
効
用
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
費
用
対
効
果

論
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ

う
な
方
法
は
ひ
っ
く
る
め
て
基
数
的
効
用
の
測

定
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
都
市

施
設
に
関
す
る
調
査
の
よ
う
な
生
活
感
覚
の
身

近
な
も
の
に
あ
っ
て
は
、
現
実
感
覚
と
遊
離
し

た
評
価
方
式
で
あ
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
え
な

い
。
む
し
ろ
比
較
的
マ
ク
ロ
な
効
用
分
析
に
適

し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
今
回
わ
れ
わ
れ
が
対
象
と
し
て
い
る

ミ
ク
ロ
な
都
市
施
設
に
あ
っ
て
は
、
後
者
の
序

数
的
効
用
つ
ま
り
、
人
々
の
選
好
序
列
を
表
明

す
る
だ
け
で
充
分
目
的
を
達
し
う
る
も
の
と
考

え
た
。
都
市
施
設
の
整
備
ニ
ー
ズ
の
序
数
的
効

用
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

(
ア
)
都
市
施
設
に
対
す
る
整
備
要
求
か
ら
み
た
方

法(
イ
)
都
市
施
設
に
対
す
る
満
足
度
と
、
重
要
度
か

ら
み
た
方
法

(
ウ
)
環
境
総
体
に
対
す
る
個
々
の
都
市
施
設
の
寄

与
の
程
度
か
ら
み
た
方
法

図―８　施設整備要求順位

の
三
つ
の
方
法
を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な

っ
た
計
測
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
結

果
の
妥
当
性
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

①
―
都
市
施
設
に
対
す
る
整
備
要
求
か
ら
み
て

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
設
問
の
中
で
都
市
施
設

に
対
す
る
整
備
の
．
優
先
順
位
を
問
う
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
序
数
的

効
用
を
は
か
る
目
的
に
対
し
最
も
ス
ト
レ
ー
ト

な
答
え
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

　
調
査
対
象
と
な
っ
た
二
四
の
都
市
施
設
の
う

ち
、
整
備
要
求
の
高
い
も
の
を
と
り
上
げ
て
み

る
と

　
一
、
病
院
・
診
療
所
　
　
　
　
九
・
九
％

五
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図―９　職業別による整備要求順位　
二
、
公
園
・
広
場
　
　
　
　
　
八
・
六
％

　
三
、
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　
七
・
七
％

四
、
防
災
設
備
　
　
　
　
　
　
　
六
・
五
％

　
五
、
下
水
　
　
　
　
　
　
　
　
六
・
一
％

　
六
、
運
動
施
設
　
　
　
　
　
　
五
・
四
％

　
七
、
防
犯
設
備
　
　
　
　
　
　
四
・
九
％

　
八
、
都
市
ガ
ス
　
　
　
　
　
　
四
・
六
％

　
九
、
近
所
の
道
路
　
　
　
　
　
四
・
一
％

　
一
〇
、
緑
地
　
　
　
　
　
　
　
四
・
○
％

と
な
り
、
こ
れ
を
属
性
別
に
分
け
る
と
次
表
の

と
お
り
と
な
る
。

②
―
都
市
施
設
に
対
す
る
満
足
度
と
重
要
度
の

　
関
係
か
ら
み
て

　
都
市
施
設
の
整
備
ニ
ー
ズ
を
探
る
第
二
の
方

法
は
、
期
待
の
レ
ベ
ル
と
有
効
性
の
レ
ベ
ル
の

両
側
面
か
ら
捉
え
、
両
者
の
乖
離
の
大
き
さ
を

み
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
期
待
の

レ
ベ
ル
は
高
い
が
、
有
効
性
の
レ
ベ
ル
が
低
い

も
の
、
す
な
わ
ち
、
重
要
度
得
点
が
高
く
、
満

足
度
の
得
点
が
低
い
も
の
ほ
ど
、
都
市
施
設
の

整
備
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

こ
れ
と
似
た
方
法
は
、
昭
和
五
十
年
度
に
経
済

企
画
庁
が
実
施
し
た
国
民
選
好
度
調
査
に
も
み

ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
重
要
度
得
点
と
未
充
足

度
得
点
の
積
と
し
て
欲
求
度
得
点
を
求
め
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
計
測
方
法
に
変
更
を

加
え
重
要
度
得
点
か
ら
満
足
度
得
点
を
差
し
引

図―10　24施設・環境項目のレベル分けい
た
値
を
も
っ
て
都
市
施
設
に
対
す
る
整
備
ニ

ー
ズ
を
は
か
る
こ
と
と
し
た
。

　
以
上
の
方
法
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
都
市
施
設

へ
の
整
備
ニ
ー
ズ
は
、

　
一
、
防
犯
設
備
　
　
　
　
　
一
・
八
○
七

　
二
、
病
院
・
診
療
所
　
　
　
一
・
七
五
〇

　
三
、
防
災
設
備
　
　
　
　
　
一
・
六
七
四

　
四
、
近
所
の
道
路
　
　
　
　
一
・
六
六
〇

　
五
、
運
動
施
設
　
　
　
　
　
一
・
五
四
六

　
六
、
日
常
の
買
物
店
　
　
　
一
・
五
三
九

　
七
、
図
書
館
　
　
　
　
　
　
一
・
四
一
〇

　
八
、
区
役
所
出
張
所
　
　
　
一
・
四
〇
二

　
九
、
電
車
・
バ
ス
の
便
　
　
一
・
三
六
四

　
一
Ｏ
、
公
園
・
広
場
　
　
　
一
・
三
四
二

表－5　都市施設の環境総体への寄与状況と
な
り
、
多
少
の
入
れ
か
お
り
を
許
せ
ば
前
述

の
方
法
と
か
な
り
似
か
よ
っ
た
結
果
と
な
っ
て

い
る
（
図
―
1
0
）
。

③
―
環
境
総
体
に
対
す
る
個
々
の
都
市
施
設
の

　
　
寄
与
状
況
か
ら
み
て

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
で
、
自
宅
周
辺
の
環

境
の
満
足
度
と
、
や
は
り
周
辺
都
市
施
設
に
つ

い
て
個
別
に
満
足
の
度
合
い
を
設
問
し
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
組
み
合
せ
て
、
数
量
化
Ⅱ
類
に

よ
り
、
個
々
の
都
市
施
設
（
い
わ
ば
説
明
変
数

と
考
え
れ
ば
良
い
）
が
、
環
境
総
体
へ
の
満
足

度
（
こ
れ
を
被
説
明
変
数
と
考
え
れ
ば
よ
い
）

に
、
ど
の
程
度
寄
与
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
て
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み
た
。

　
計
算
結
果
か
ら
み
る
と
、
分
析
全
休
の
精
度

を
示
す
相
関
比
が
は
○
二
八
三
人
（
η
＝
○
・

四
二
八
八
）
で
あ
り
（
一
般
に
は
η
‐
＝
〇
・
五

を
基
準
に
し
て
相
関
比
の
大
き
さ
を
判
断
し
て

い
る
が
）
精
度
は
や
や
低
い
が
分
析
に
耐
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
で
は
な
い
。
個
々
の
都
市
施
設
の

偏
相
関
係
数
、
及
び
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
み
る
と

表
―
５
の
と
お
り
で
あ
る
。
偏
相
関
係
数
及
び

レ
ン
ジ
と
も
比
較
的
小
さ
な
値
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
相
関
の
程
度
は
あ
ま
り
強
く
な
か
っ
た

が
環
境
総
体
へ
の
都
市
施
設
の
寄
与
率
は
、
こ

れ
ら
の
施
設
項
目
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
説
明
で

き
よ
う
。

④
―
結
果
の
考
察

　
以
上
に
述
べ
た
三
つ
の
方
法
に
よ
り
都
市
施

設
の
整
備
ニ
ー
ズ
を
検
討
し
て
み
た
が
、
結
果

の
中
で
幾
づ
か
の
共
通
し
た
事
柄
が
あ
る
。

　
い
ず
れ
の
方
法
に
お
い
て
も
、
病
院
・
診
療

所
、
公
園
・
広
場
、
防
犯
設
備
、
近
所
の
道
路

の
四
施
設
は
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
市
民

の
関
心
の
商
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
れ
ら
の

都
市
施
設
の
共
通
項
は
。
い
わ
ば
生
命
の
安
全

と
そ
れ
に
保
健
を
プ
ラ
ス
さ
れ
た
も
の
と
し
て

一
括
的
に
表
現
さ
れ
、
い
ず
れ
も
都
市
生
活
に

お
け
る
最
も
基
盤
的
な
施
設
と
し
て
理
解
さ
れ

　
こ
の
他
、
二
つ
の
方
法
に
よ
り
抽
出
さ
れ
た

都
市
施
設
に
は
、
図
書
館
、
運
動
施
設
、
区
役

所
・
出
張
所
、
防
災
施
設
の
四
施
設
で
あ
り
、

文
化
・
保
健
・
生
命
・
財
産
の
保
全
に
か
か
わ

る
も
の
、
等
と
し
て
把
握
さ
れ
、
幾
分
の
多
様

化
が
み
ら
れ
る
。今

後
の
課
題

お
け
る
人
口
急
増
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

な
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
た
め
に
は
、
単
に
量
的
な
供
給
の
論
議
を

す
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
よ
り
低
い
水

準
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
環
境
総
体
を
向
上
せ
し

め
る
の
に
効
用
の
高
い
施
設
を
的
確
に
選
択

し
、
供
給
す
る
方
策
を
常
に
追
求
す
べ
き
で
あ

る
。

　
本
研
究
に
お
い
て
は
、
都
市
施
設
の
相
互
代

替
性
を
含
め
た
一
般
的
な
方
法
論
と
、
効
用
の

高
い
都
市
施
設
を
特
定
す
る
こ
と
に
あ
る
程
度

の
成
果
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て

い
る
。
紙
面
の
都
合
上
記
し
え
な
か
っ
た
が
、

調
査
対
象
と
な
っ
た
地
区
別
に
も
、
最
も
現
在

の
地
区
環
境
を
向
上
せ
し
め
る
に
効
用
の
高
い

施
設
を
挙
げ
る
こ
と
も
本
研
究
の
中
で
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
手
法
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
、
投

入
予
算
の
絶
対
額
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

都
市
施
設
別
の
整
備
費
用
と
得
ら
れ
る
効
用
を

計
測
し
、
よ
り
現
実
的
な
投
資
配
分
論
と
し
て

展
開
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
ま
た
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り

に
ロ
ー
カ
ル
な
都
市
施
設
を
対
象
と
し
す
ぎ
た

た
め
、
い
わ
ば
生
活
基
盤
投
資
の
あ
り
方
と
い

っ
た
ミ
ク
ロ
な
側
面
に
か
た
よ
り
す
ぎ
た
き
ら

い
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
が
常
時
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
都
市
の
骨
格
を
な
す
都

市
計
画
施
設
に
つ
い
て
欠
落
し
た
部
分
が
大
き

い
結
果
に
終
っ
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
本
調
査
に
対
置
す
る
も
の
と
し
て

都
市
の
基
幹
構
造
を
な
す
都
市
施
設
群
に
つ
い

て
も
、
効
用
の
代
替
性
を
踏
ま
え
た
都
市
基
盤

投
資
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
、
よ
り

強
固
な
行
政
論
理
を
築
き
あ
げ
る
必
要
が
あ
ろ

　
な
お
、
本
研
究
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
調
査

と
し
て
社
団
法
人
日
本
能
率
協
会
に
委
託
し
て

都
市
計
画
課
が
と
り
ま
と
め
た
も
の
の
一
部
で

あ
る
。
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横
浜
市
に
お
け
る
都
市
施
設
の
整
備
水
準

は
、
他
の
大
都
市
に
比
較
し
て
相
対
的
に
立
ち

遅
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
、
高
度
成
長
期
に

六 よ
う
。

う
。
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